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▲本殿修理の起工式

　
武
田
の
里　
に
ら
さ
き
を
象
徴

す
る
武
田
八
幡
宮
。
そ
の
境
内
の

奥
に
鎮
座
す
る
の
が
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
殿

で
す
。
そ
の
姿
は
、
武
田
家
の
氏

神
ら
し
い
雄
大
な
存
在
感
を
放
っ

て
い
て
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
弘
仁
13
年
（
８
２
２
年
）
に
勅

命
に
よ
っ
て
、
九
州
の
宇
佐
八
幡

宮
を
勧
請
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
甲
斐
源
氏
か
ら
の
信
仰
も

厚
く
甲
斐
武
田
家
の
初
代
当
主
武

田
信
義
が
元
服
を
し
て
以

来
、
武
田
家
の
氏
神
と
し

て
そ
の
歴
史
を
見
守
り
続

け
て
き
た
神
社
で
す
。
本

殿
の
特
徴
は
、
３
つ
の
扉

が
あ
り
、
大
き
な
屋
根
が

正
面
へ
流
れ
る
よ
う
に
延

び
て
い
る
三
間
社
流
造
り

と
い
う
建
築
様
式
で
す
。

現
在
の
姿
は
、
武
田
信
玄

の
時
代
の
も
の
で
あ
る
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
武
田
八
幡
宮
の
本

殿
の
修
理
が
約
40
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
ま
す
。
専
門
技

術
を
持
っ
て
い
る
職
人
た

ち
に
よ
る
檜
皮
の
屋
根
を
葺
き
替

え
る
修
理
で
す
。

　
檜
皮
葺
は
、
日
本
古
来
の
伝
統

的
な
屋
根
で
、
出
雲
大
社
や
北
野

天
満
宮
、
山
梨
県
で
は
、
北
口
本

宮
冨
士
浅
間
神
社
本
殿
と
い
っ
た

日
本
を
代
表
す
る
神
社
で
見
ら
れ

る
技
法
で
す
。
武
田
八
幡
宮
の
本

殿
も
同
じ
技
法
で
あ
り
、
日
本
古

来
の
伝
統
美
を
受
け
継
い
だ
神
社

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
本
殿
修
理
の
歴
史
は
、
武
田
信

遷
宮
一
二
〇
〇
年
に
向
け
て

武
田
八
幡
宮
の
本
殿
、
修
復
し
装
い
を
新
た
に

武
田
八
幡
宮
の

　
　
　
　  

本
殿
修
理
工
事
　

現
地
見
学
会
開
催
決
定
!!

■
日
時

　
５
月
11
日
（
土
）

　
　
第
１
回　
９
時
50
分
集
合

　
　
第
２
回　
11
時
20
分
集
合

　
※
見
学
時
間
は
、
約
１
時
間

■
集
合
場
所

　
武
田
八
幡
宮
社
務
所
広
場

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
各
説
明
会
先
着
15
名

■
受
付
・
整
理
券
配
布
場
所

　
韮
崎
市
教
育
委
員
会

　
※
電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
受
付
期
間

　
５
月
７
日
（
火
）
～
10
日
（
金
）

■
そ
の
他

　
・
見
学
会
に
は
整
理
券
が
必
要

　
　
で
す
。

　
・
雨
天
の
場
合
は
中
止

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課 

文
化
財
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
１
）

玄
が
、
天
文
10
年
（
１
５
４
１

年
）
に
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
最

も
古
く
、
武
田
氏
が
滅
亡
し
た
の

ち
も
、
徳
川
家
康
の
重
臣
で
あ
る

平
岩
親
吉
が
修
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
甲
府
藩
主
の
柳
沢
吉

保
が
、
神
社
の
修
理
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
武
田
八
幡
宮
の

修
理
は
、
歴
史
上
の
人
物
た
ち
が

関
わ
る
一
大
事
業
で
あ
っ
た
と
い

え
ま
す
。
こ
の
歴
史
的
事
業
が
、

平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ
り
、
令

和
の
時
代
が
始
ま
っ
た
記
念
す
べ

き
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。　
　

　

２
０
２
２
年
に
遷
宮
１
２
０
０

年
を
迎
え
よ
う
し
て
い
る
武
田
八

幡
宮
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
継
承

さ
れ
て
き
た
日
本
の
伝
統
的
な
技

術
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
本
殿
は
現
在
、
仮
設
屋
根
に
包

ま
れ
て
い
て
、
見
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
仮
設
屋
根
が
外
れ
た

時
、
再
び
日
本
の
伝
統
的
な
美
し

さ
と
武
田
家
の
氏
神
ら
し
い
雄
大

な
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　
５
月
11
日
に
は
、
本
殿
修
理
の

見
学
会
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

普
段
は
、
遠
目
か
ら
し
か
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
本
殿
を
こ
の
日
の

み
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
殿
を
見
学
し
な
が
ら
、

今
回
は
特
別
に
修
理
し
て
い
る
職

人
の
方
が
、
修
理
の
方
法
や
技
法

等
の
解
説
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
技
術
を
よ
り
一
層
深

く
知
る
こ
と
が
出
来
る
数
少
な
い

機
会
で
す
。

　
な
お
見
学
会
は
、
２
回
行
い
ま

す
が
、
安
全
管
理
上
１
回
に
つ
き

15
名
様
限
定
の
見
学
会
と
な
り
ま

す
。

　
武
田
の
里
を
象
徴
す
る
文
化
財

を
共
に
後
世
ま
で
継
承
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
（
文
化
財
担
当　
半
澤
直
史
）

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り

　第

　回
31

中
央
公
民
館
・
武
田
八
幡
宮
共
催
イ
ベ
ン
ト
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▲武田八幡宮の本殿




